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３月６日に行った中間報告の内容は、以下のとおりです。 

 

地域子育て支援拠点事業の実態等に係る調査特別委員会の活動経過について中間報告を

いたします。 

本委員会は、平成 28 年 11 月に大きく報道された社会福祉法人「愛和会」の地域子育て

支援拠点事業委託業務に係る領収書の偽造事件を受けて、 

（１）地域子育て支援拠点事業に関する項目 

（２）（１）項に伴う町幹部の関与に関する項目 

についての調査を目的に、平成 28 年 12 月定例町議会において設置されました。 

 

委員会設置後、委員会開催のための打合せを行う協議会を本日まで６回開催するととも

に、委員会を４回開催し、また、現地への議員派遣を実施いたしました活動経過について

報告をさせていただきます。 

まず、平成 28 年 12 月 14 日に開催した第１回の委員会では、町担当者の出席を求め、当

該事業の概要について説明を受け、質問を行いました。質問終了後、町に対し地域子育て

支援拠点事業に係る資料の提出を求めるとともに、地方自治法第 100 条の規定に基づき、

町の平成 27 年度の担当部課長に証人として次回の委員会に出頭を求め、尋問を行うことを

決定いたしました。 

次に、12 月 26 日に開催した第２回委員会では、２人の証人に尋問を行いました。 

平成 27 年度当時の住民福祉部長の寺田元昭氏、健康福祉課長の三浦明氏に対して、 

・当該事業の業務に係った期間について 

・事業内容について 

・事業委託料の根拠等について 

・事業の委託契約の相手方について 

・平成 28 年度予算作成段階での事業内容について 

など、それぞれ尋問を行いました。 

 また、社会福祉法人愛和会に対し、地方自治法第 100 条の規定に基づき、愛和会理事の

名簿、理事会の開催状況等の記録の提出請求を行うこと及び同法の規定に基づき、証人と

して小川文作氏（社会福祉法人愛和会理事長）、吉村久見子氏（平成 27 年度宮古保育園長）

を次回の委員会に出頭を求め、尋問を行うこと等を決定し、加えて、町担当者の出席を求

め当該事業の委託料の支払いの実績の確認を行いました。 

次に平成29年1月18日に開催した第３回委員会では、２人の証人に尋問を行いました。 

 社会福祉法人愛和会理事長の小川文作氏に対して 

 ・愛和会の理事、運営に関与した期間、職務の実態、理事就任の経緯について 

 ・保育所運営への経営理念、愛和会の運営の実態について 

・詐欺の金額について 

 ・森和俊前理事長の経営へ関与について 

 ・偽造領収書作成への関与について 

 ・当該事業の担当者、事業の実態について 

・町幹部職員の関与について など、 

平成 27 年度宮古保育園長の吉村久見子氏に対して、 

・当該事業に携わった期間について 

・同事業の実態について 
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・相談支援業務の実態ついて 

・平成 28 年度同事業予算に計上された保育材料費１００万 

 円の内容について 

・町幹部職員の関与について など、 

尋問を行いました。 

また、社会福祉法人愛和会に対し地方自治法第 100 条の規定に基づき、愛和会の理事長

専決に関する記録等の提出請求を行うことを決定し、また同法の規定に基づき、証人とし

て、米田農彦氏（元愛和会事務長）、松田明氏（元愛和会総務部長）を次回の委員会に出頭

を求め、尋問を行うことを決定いたしました。 

次に平成29年2月10日に開催した第４回委員会では、２人の証人に尋問を行いました。 

元愛和会事務長の米田農彦氏、元愛和会総務部長の松田明氏に対して 

 ・愛和会での運営に関与した期間、職務の内容等について 

・愛和会本部について 

・森和俊前理事長の経営への関与について 

・当該事業の申請・実績報告書類の作成責任者・内容について 

 ・町幹部職員の関与について など、 

それぞれ尋問を行いました。 

また、社会福祉法人愛和会に対し地方自治法第 100 条の規定に基づき、平成 27 年度の地

域子育て支援拠点事業の実績の詳細な記録の提出請求を行うことを決定し、また同法の規

定に基づき、証人として、寺田典弘氏（前町長）、石本孝男氏（前副町長）を次回の委員会

に出頭を求め、尋問を行うことを決定いたしました。 

次に、平成 29 年 2 月 15 日に小走副委員長、松本委員、森委員が議会を代表して町内２

箇所の地域子育て支援センターの実地調査を行いました。本調査には西川議長も同行され

ました。 

以上が、本日までに本委員会が行ってきた経過の概要であります。 

 

調査の中で、森和俊氏が理事長を退いた後も、実質的に宮古保育園の経営に関っていた

事実、愛和会より町の関係職員に付届けがされていた事実等が明らかとなりました。 

今回の問題に関しましては、住民の方々の関心が非常に高く、この間、委員会（議会）

に足を運ばれ、熱心に委員会での審査等の様子を傍聴していただきました。 

 広く住民の皆様に対しましても、この間の調査、審査の経過をお伝えするべく、本日、

中間報告をさせていただきました。 

今後も引続き、調査を行い目的達成に向け全力で取り組みます。 

また、調査は継続中でありますが、理事者に於かれましては、再発防止策の具現化、職

員の意識向上、住民の信頼回復に努めるよう強く求めます。 

最後に、調査に積極的に取り組んでいただいた委員各位に対し御礼を申し上げ、証人、

参考人として出席をいただいた方、御協力いただいた職員の方々に厚く御礼を申し上げ、

また引続き調査へのご協力をお願い申し上げまして、以上で中間報告を終わります。あり

がとうございました。 


